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地域保健からの乳幼児健診のあり方に関する検討 
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                中板 育美（日本看護協会） 

                阿部礼以亜（全国保健師長会） 

                神庭 純子（全国保健師教育機関協議会） 

                嶋津多恵子（日本公衆衛生看護学会） 

                藤原 千秋（日本保健師活動研究会） 

研究代表者 山崎 嘉久 （あいち小児保健医療総合センター） 

 

 

 

Ａ．研究目的 

 地域保健において、保健師が乳幼児健康診査

（以下、「乳幼児健診」とする。）にどのような

意義や目的を設定しているかを明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

 平成 27年度に全国保健師長会が実施した乳

幼児健診に虐待していると思う親の割合に係

る問診項目の取組状況等に係る調査の自由回

答と、平成 28年の日本保健師連絡協議会の活

動報告会への参加者による乳幼児健診に関す

る話し合いの記録を参考として研究協力者で

論議し、地域保健を担う保健師の乳幼児健康診

査の意義と目的の考え方を整理した。 

（倫理面への配慮） 

自由回答及び話し合いは匿名で記録された

ものであるが、本研究の研究対象とすることの

同意を得たものではないことから、保健師の乳

幼児健康診査の意義と目的の考え方を論議す

る際の参考として用いた。 

 

Ｃ．研究結果及び論議に基づく整理内容 

 平成 27年度全国保健師長会「乳幼児健康診

査における必須問診項目の追加に伴う自治体

の取り組み状況に関するアンケート調査結果

は以下のように実施されたものである。 

 調査方法：全国保健師長会の会員が所属する

都道府県および市区町村に対し、メールによる

自記式調査を実施したものである。主な調査内

容は、「児童虐待項目（指標 14）の実施状況」

「実施後の保護者の反応」「実施側の課題」等

とし、調査期間は平成 27 年 10 月 10 日～26

日までの 16日間であった。 

 回答状況：回答は 31都道府県および 448市

町村（全国市区町村の 25.7％）から得られ、

児童虐待項目を反映した問診内容の改定状況
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は、実施済 289（64.5％）、改定予定 110（24.6％）、

検討中 49（10.9％）であった。 

 本研究ではこの調査結果の問診内容の改定

を「検討中」と回答し自由意見欄に記載されて

いた内容を参考とした。 

 もう一つ参考した記録は、平成 29 年 3 月 4

日（土）に実施された平成 28年度日本保健師

連絡協議会活動報告・集会におけるグループデ

ィスカッションである。 

 グループディスカッションのテーマは、母子

保健における虐待予防の基軸～寄り添う支援

としての健康診査～乳幼児健診の問診のあり

方と健やか親子の評価指標について考えるで

あった。 

 グループディスカッションは、市町村、都道

府県、教育機関、産業保健、その他に分かれて

意見交換を行い、話し合いのテーマは１）これ

までの虐待予防への取り組みと問診項目につ

いてと、２）今からどうしたら良いと思うかで

あった。参加者数は：180 名（市町村保健師、

都道府県保健師、産業保健師、教育機関教員等）

で、グループで話し合った内容のメモである。 

 グループディスカッションの記録を基に、保

健師が考える乳幼児健診の意義・目的を論議し、

以下のような整理を行った。 

 

 ・子育て期にある地域住民と顔の見えるかた

ちで信頼関係を築き、家族としての成長を支援

し、家族としての成長を見守る。 

・正常を確認し、正常を支持し、育ちを支える

場であり、単に異常の発見が目的ではない。 

・健診において問診は個別的に行うが、保健師

は他の親子の様子も視野に入れ総合的に判断

し、親にわが子の成長や特徴を集団の中でとら

える機会となることを意図している。 

・異常の早期発見と早期支援（発見が目的では

なく支援のため）のためには、保健師が多くの

正常を知ることで正常から離れているものに

気付く。それが異常であるかを判断するために

は、親子とつながり続け、正常の中の異常、異

常の中の正常 強みを見いだし支援し成長を

促すことが重要と考えている。 

・親が自分の育児について評価され審判される

場が健診ととらえられることがないように、

個々の親に合わせ慎重に対応することを意図

している。 

・健診の場で事実を確認するとともに、その要

因を大切にするために生活環境、生活背景を知

り支援する場としようとしている。 

・乳児健診で発見される身体的な問題は湿疹

（アトビー）等で新たに発見される医学的な問    

題は少ない。 

 

Ｄ．結論 

 今後、保健師が健診にどのような目的を持た

せて行っているかについて明らかにすること

を目的とした調査を改めて行い、地域保健を担

う保健師の健診の考え方を検証する予定であ

る。 

 さらに、地域保健における健診の意義は、地

域住民の健康増進と予防が目的であり、単に乳

幼児期の健診に着目するだけではなく、その後

に続く学齢期の健康診査（あるいはその後の健

診）へつなげていくものとして設定されること

が重要である。 

次年度はその視点をも加味して保健師が考 

える健診の意義・目的を明らかにする調査を実

施し、乳幼児健診のあり方とともに問診項目、

健診項目をどのように設定し、その後の健診へ

つなげる乳幼児期の健診のあり方を明らかに

する所存である。 
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